
1　概　要

Ⅰ　沿革
昭和 平成
50. 8 教育委員会に科学文化センター構想プロジェクトチーム

を設置
16.11 創立 25周年記念事業（23日入館料無料）
17. 8 アスベスト浮遊検出により理工展示室閉鎖

51.12 富山市科学文化センター建設委員会設置 17.12 本館耐震診断を実施
52. 1 基本構想策定建設設計委託 18. 9 リニューアル工事のため全面休館（～H19.7）
52. 8 職員全国公募、ディスプレイ設計委託 19. 3 能登半島地震（3/26 富山市震度５弱）外壁調査
53. 5 建築設計完了 19. 7 リニューアルオープン記念式典（13日）
53. 7 建築工事請負契約締結、プラネタリウム設置工事請負

契約締結着工
19. 8 リニューアル後の入館者 5万人達成（30日）
20. 1 リニューアル後の入館者10万人達成（13日）

53. 8 ディスプレイ設計完了 20. 7 リニューアル後の入館者15 万人達成（6日）
54. 9 建築工事完了、富山市科学文化ｾﾝﾀｰ条例制定 20.11 リニューアル後の入館者 20万人達成（3日、科学博物

館まつり開催日）54.10 プラネタリウム設置工事完了
54.11 竣工式（21日）、公開（23日） 21. 1 プラネタリウム更新のためプラネタリウム休止（～ 4/23）
55. 6 公立博物館として登録 21. 4 プラネタリウム更新（2回目）
55. 9 入館者10万人達成 21. 7 「カップル無料の日」開始
58.10 皇太子・同妃殿下行啓 22. 1 常陸宮殿下・同妃殿下ご視察（26日）
59.11 入館者 50万人達成 23. 8 リニューアル後の入館者 50万人達成（2日）
59.11 科学文化センター創立５周年記念式典 24. 1 太陽光発電パネル設置
60. 5 第１回理工展示室展示替え完了 24. 1 展示室内省エネルギー照明整備（LED 化）
62. 6 科学文化センター別館新築設計委託 24. 7 本館設備改修工事（～H26.7）
62.10 科学文化センター別館新築設計完了 孫とおでかけ支援事業開始
平成 25. 5 入館者 300万人達成（2日）
 1. 3 別館竣工 26. 8 土・日・祝日を高校生の入館料無料化
 1. 7 別館竣工記念式典及び記念特別展「深海」開催 土を高校生以上カップルの入館料無料化
 1.11 科学文化センター創立 10周年記念式典 26.10 天文台の入館者 20万人達成
 2. 5 入館者100万人達成 27.11 リニューアル後の入館者100万人達成
 3.12 情報検索システムの導入 28.10 天文台が環境大臣賞受賞
 4. 3 第 1 回自然史展示室等展示替え完了 29. 4 高校生以下の入館料無料化
 4.12 富山市天文台懇話会答申 30. 9 道路崩落による通行止めのため、天文台臨時休館
 5. 3 第 2 回理工展示室展示替え完了 令和
 5.12 富山市天文台基本構想策定委員会答申  2. 3 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策のためプラ

ネタリウムを含む一部イベント中止 6. 3 プラネタリウム更新（1回目）
 6.12 天文台基本設計完了  2. 4 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）感染拡大防止

のため、国の緊急事態宣言等に呼応し臨時休館（4月
15日～ 5月31日）

 7. 3 天文台実施設計完了
 7. 5 入館者150万人達成
 9. 7 天文台竣工式（18日）、公開（19日）  3. 3 天文台廃止
 9. 9 天文台の入館者1万人達成  3. 8 富山市が「まん延防止等重点措置」の対象地域に指定

されたこと等により、臨時休館
（8月18日～ 9月12日）

 9.12 ホームページ公開
11. 3 第 3 回理工展示室展示替え完了
11.11 創立 20 周年記念事業（23日入館料無料）  4. 8 入館者400万人達成（16日）
14. 4 土・日・祝日を小中学生の入館料無料化  4.10 プラネタリウム更新のため3 階展示室を休止（10/17～ 3/15）
14. 7 入館者 200万人達成  5. 3 プラネタリウム更新（3回目）、リニューアルオープン（16日）
15. 8 ノーベル物理学賞受賞者の小柴昌俊氏が来館  6. 1 能登半島地震（富山市震度 5強）外壁・内壁補修
15. 9 文部科学大臣による科学研究費補助金取扱規程に基づ

く研究機関の指定
15. 9 常設展の展示替え基本設計委託
16. 2 田中耕一氏紹介コーナーの設置
16. 2 第１回「ジュニア科学賞・とやま」表彰
16. 6 常設展の展示替え実施設計委託
16. 8 天文台の入館者10万人達成


